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人権について

12月4日から人権週間がありました。国連は世界人権宣言が採

択された12月10日を人権デーと定めるとともに、この日を最終日

とした一週間を人権週間としました。校内では、第３３回（平成

２５年度）全国中学生人権作文コンテストにおいて，法務事務次官

賞を受賞した「電車内に咲いた、笑顔の花」を全校放送で流し、人

権について考える機会としました。以下がその作文です。

「電車内に咲いた、笑顔の花」大阪府中学２年生 竹内萌里

それは，私が電車に乗っていた時の事。一人のおばあさんが電車

に乗ってきた。足を引き摺るように歩いていたため，瞬時に足が悪

いのだと理解した。その時は，ちょうど通勤ラッシュの時間帯であ

り，車内はとても混雑していた。おばあさんは手すりにつかまりながらやっとのことで座席付近まで歩

いてきたが，おばあさんの目の前に座っていた若い男性は，チラリとおばあさんの方を見，また手元の

スマートフォンに目を落としたのだ。

それを見て，私は少し苛々した。譲らなければならないと分かっているはずなのに。私が普段，電車

に乗るときは殆ど満員で，座れることはまずないが，座っている時に老人の方や，妊婦さんが乗ってき

たら，できるだけ譲るようにしている。確かに，立つのは疲れるし，優先座席に座っているのではない

のだから，別にいいじゃないか，とも思う。先程の若い男性だけでなく，世の中全体がそんな空気にな

っている。自分さえ良ければ，それでいいじゃないか，と。しかし，本当にそれでいいのだろうか。

私は結局，そのモヤモヤを抱えたまま，目的地に着いてしまった。電車内のアナウンスを小耳に挟み

つつ，人混みをかき分け，ドアへと近づく。ふとおばあさんのことが気になり，そちらを見ると，おば

あさんも降りようとしていた。だがやはり足を引き摺りながらこの人混みを進むのはかなり難しい。そ

の時，私の頭にこんな事が浮かんだ。おばあさんの手助けが出来ないだろうか，と。しかし，せっかく

ドアの近くまで苦労して歩いてきたのに，また戻るのか，という気持ちも同時に起こった。でも，この

ままでは，私はさっきの若い男性と同じになってしまう。やはり，行かなければ。私はそう決心し，再

び人混みの中へと入ってゆく。「まもなく○○駅に到着します……」というアナウンスが耳に届く。急

がなければ。やっとのことでおばあさんに近づき，人見知りな性格を押し殺して「大丈夫ですか」と声

をかけた。すると「え……？」とおばあさんは言う。おばあさんの顔には疑問が浮かんでいた。私は意

味が通じなかったのかと思い，もう一度言い直した。「荷物も多いですし，お手伝いします。」おばあさ

んは「いいの……？」とまた疑問を浮かべながら言う。「勿論です。早くしないとドアが閉まってしま

います。急ぎましょう」私はおばあさんの荷物を肩にかけた。おばあさんは恐る恐る，という様に私の

後に続く。だが……。プシュゥーと音がして，ドアは閉まり始めた。間に合わなかったのだ。後ろを見

ると，おばあさんの申し訳なさそうな顔が見える。私が何か言おうと口を開きかけた瞬間――。

「待ってくれ！」男性の声が車内に響き渡った。その人は，ドア近くに立っていて，ドアから身を出

して車掌さんに声をかけてくれたのだ。そして，こちらを向いてこう言った。「ゆっくりでいいですか

ら，安全に……」すると，周りの人たちも次々に道をあけ始めた。「大丈夫ですか。」「焦らなくてもい
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いですよ」おばあさんに向けられる，優しい言葉の数々。私はその時のおばあさんの顔が忘れられない。

驚愕と喜びが入り混じったような，美しい笑顔だった。私たちは無事ホームまでたどり着き，電車のド

アは閉まった。おばあさんは何度も何度も扉の向こうの人たちに頭を下げ，彼らもにこやかに手を振っ

ていた。電車が行ってしまったあと，おばあさんは私の方を向いて，また頭を下げた。「本当にありが

とう。あなたに声をかけてもらった時，奇跡がおきたのかと思いました。あなたのお陰です。こんなに

優しくされたのは初めてだわ。」そう言っておばあさんは嬉しそうに駅を去っていった。私も，おばあ

さんに笑顔が戻って嬉しかった。

でも……。おばあさんの『こんなに優しくされたのは初めて』という言葉が，いつまでも私の頭から

離れなかった。おばあさんはこれまでどんな扱いを受けてきたのだろうか。そして，おばあさんに声を

かける前に，少しでも『面倒くさい』と思った自分がいた事を恥ずかしく思った。たった一人の，少し

の行動が，皆を動かす。恥ずかしくても，面倒くさくても，行動するべきだと，私は思った。たとえ周

りがどう言おうと，善いことを貫き通すべきだ。大人と子供との境目である中学生という時期。もう一

度，善悪を真剣に考える機会を皆にも持ってもらいたい。私たちの未来をどうするかは，私たちが決め

るのだから。私は，おばあさんの笑顔を思い浮かべながら，駅の出口へと向かった。

この作文を聞いて生徒は、次のような感想を書きました。自分にもかかわる問題として深く考

えていることに大変感心しました。

・人の権利を守ったり、寄り添うのはすごく大事だと思いました。私も人の思いに寄り添ってみたいと

思いました。だけどあまり知らない人に話しかけるのは勇気がいると思うので、少しずつ人のために動

きたいと思いました、クラス、学年とどんどん増やしていけば、いろんな人と話し、思いに寄り添える

と思いました。私もあまり人と話せないので、克服するチャンスだと思いました。「電車内に咲いた、

笑顔の花」を書いた子と同じように人助けをしたいです。

・人権について、どれだけ意識していても行動に移せなければそれは誰かに広まっていかないし、自分

の成長にもつながらないと思います。でも、思っていても行動に移せない人がほとんどだろうし、きっ

と自分もなかなか行動には移せないと思います。でもそれは、「周りの人も同じかも知れない」「自分が

行動を起こすきっかけになろう」と思うことで解決することなんだろうと感じました。

・この文章を読んで、「少しの行動でも、誰かを助けることができる」ということを改めて感じました。

誰かと関わる、ましてや知らない人に声をかけることは勇気がいるし、周りからどう見られるかが怖く

て、困っている人がいてもなかなか声をかけられませんでした。今回は「おばあさんに寄り添う」こと

があげられていましたが、私もこれからは「他人だから関係ない」ではなく、助けが必要な人に心から

寄り添ってあげることを大切にしていきます。萌里さんや男性の方のように、ただ思うだけなく、きち

んと行動することの大切さにも気づきました。

令和３年も残りわずかとなりました。厳寒の候につき時節柄ご自愛ください。たくさんのご支援ご

協力ありがとうございました。よいお年をお迎えください。

12月29日(水)～1月3日(月)につきまして、学校を閉校しますので、職員が学校におりません。電

話は留守番電話となります。夏休みの閉校対応と同様に、緊急連絡のある時は、高浜市教育委員会

（Tel52-1111)へお願いします。


